
令和５年８月31日

野菜と漬物をめぐる状況

令和５年度「野菜の日（８月31日）」Webシンポジウム



○ 野菜の供給状況は、国内生産量が約８割、輸入量が約２割となっている。
○ 国内生産量に占める割合の大きい品目は、キャベツ、たまねぎ、だいこんであり、この３品で国内生産量の約４割

を占めている。
○ 輸入量のうち生鮮品では、たまねぎが全体の約３割（うち９割が中国産）を占め、加工品ではトマトが全体の約４

割を占めている。

１．野菜の供給状況

○ 野菜の供給状況 （令和２年）

資料：農林水産省「食料需給表」
注：輸入量のうち加工品については、生鮮品に換算している。また、グラフ中の数値について、四捨五入により合計と内訳の計が一致しない場合がある。
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○ 我が国の農業総産出額 （令和３年）

（上段グラフ）資料：農林水産省「生産農業所得統計」
（下段グラフ）資料：農林水産省「令和３年度食料自給率・食料自給力指標について」

○ 令和３年の野菜の産出額は２兆1,467億円となっており、我が国の農業総産出額の１／４程度を占めている。

また、野菜の産出額のうちトマト、いちご等の10品目で、産出額全体の約６割を占めている。

○ 野菜は、カロリーベースでの食料自給率への寄与率は小さいものの、国民の健康の維持増進や農業振興の上で

重要。

○ 野菜の産出額の品目別割合 （令和３年）

○ 食料自給率への寄与率 （令和３年度）

6%

23%

カロリーベース

（国産熱量に占める割合）

生産額ベース

（国内生産額に占める割合）

２．野菜の生産動向

3



51%

加工・業務用家計消費用

合計
939万トン44% 56%

68%加工・
業務用

家計
消費用

100%

97%

○ 国産野菜の出荷量における家計消費用と加工・業務用の

割合 （令和２年）

○ 家計消費用野菜と加工・業務用野菜それぞれの

国産割合 （令和２年）

家計消費用出荷量の
多い国産野菜上位５品目
① たまねぎ ② キャベツ
③ トマト ④ だいこん
⑤ はくさい

加工・業務用出荷量の
多い国産野菜上位５品目
① だいこん ② キャベツ
③ たまねぎ ④ はくさい
⑤ にんじん

2) データは農林水産政策研究所による。

注：1) 主要な野菜として、以下の品目を用いて試算。
（キャベツ、ほうれんそう、レタス、ねぎ、たまねぎ、はくさい、きゅうり、なす、トマト、ピーマン、だいこん、にんじん、
さといも（ばれいしょを除く指定野菜13品目））

輸入
32%

○ 食の外部化を背景に、野菜の需要は家計消費用から加工・業務用に徐々にシフトし、近年では加工・業務用が

全体の過半を占める。

○ 家計消費用はほぼ全量が国産だが、加工・業務用は、大ロットで定時・定量・定価格の供給に対応可能な輸入

野菜が増加したことにより、現在の国産割合は７割程度となっている。
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３．野菜の用途別仕向け量



○ 主要農産物の消費動向をみると、野菜の消費は減少傾向で推移している。

○ 健康づくりの指標「健康日本21（第二次）」における20歳以上の１人１日当たりの野菜摂取目標量350gに対し、摂取

量の現状は280g程度で約７割の人が目標に達しておらず、特に20～40歳代で不足が目立っている。
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288.3
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資料：農林水産省「食料需給表」
注：データは供給数量（＝消費者等に到達した食料）であり、実際に摂取された食料の数量ではない。

○ 主要農産物の１人１年当たりの消費動向

資料：厚生労働省「国民健康・栄養調査」
注：1) 新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年及び３年は調査中止

2) データは野菜類であり、緑黄色野菜、その他の野菜、野菜ジュース、漬け物

○ １人１日当たりの野菜摂取量の推移

目標の350gに
70g程度不足

（概算値）

年
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○ 男女世代別の１人１日当たりの野菜摂取量

男性
（g）

26.5 14.8 14.8 19.4 24.0 35.7 31.1野菜の摂取量が350g
以上の者の割合（%）
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58.8 74.4 70.4 79.9 100.8 99.5
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女性
（g）

30.1 19.7 21.9 24.2 28.3 33.3 36.9野菜の摂取量が350g
以上の者の割合（%）

資料：厚生労働省「国民健康・栄養調査」 （令和元年）
注：1) 新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年及び３年は調査中止

2) データは野菜類であり、緑黄色野菜、その他の野菜、野菜ジュース、漬け物
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４．野菜の消費動向
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○ 漬物の生産量は減少傾向で推移してきたが、近年では、新型コロナウイルス感染症の影響による巣ごもり需要等
により増加傾向で推移している。

○ 漬物の生産量を類別で見ると、最も割合が高いのは「醤油漬類」で、うち「キムチ」が高く、次いで「浅漬類」となっ
ている。

○ 漬物（類別）の生産量の推移
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５．漬物の生産量の推移

（万トン）

資料：農林水産省「食品産業動態調査」

注：醤油漬類とは「福神漬、野菜刻み漬、キムチ、その他の醤油漬」の計。塩漬類とは「梅干・梅漬、その他の塩漬」の計。酢漬類とは「らっきょう漬、しょうが漬、その他の酢漬」の計。
粕漬類とは「奈良漬、わさび漬、その他の粕漬」の計。
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○ 家計においては、野菜の加工品の主品目の一つであった漬物は、近年、米の消費量の減少等に伴い減少傾向で
推移している。

○ １人１年当たりの漬物の購入額の推移
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６．家計における漬物の消費動向

（％）

資料：総務省「家計調査」
注：「二人以上の世帯」の１世帯当たりの支出金額を消費者物価指数（令和２年＝100）及び世帯人員で除し、昭和58年を100として算出

（4,082円）

（18,230円）

（2,655円）

（7,357円）

（昭和58年＝100とした場合）

65

40

100

100



○ 野菜の消費拡大の取組として、「野菜の日（８月31日）」Webシンポジウムのほか、

▶ 企業等と連携して「野菜を食べようプロジェクト」を推進、 ▶ 「漬物で野菜を食べよう！」チラシの作成・PR、

▶ 本省職員及び来庁者向けに野菜摂取状況が把握できる測定機器を省内に設置、

▶ 「野菜・果実の栄養素の一般的な特徴に関するPOP表示マニュアル」の普及に向けた取組、等を実施。
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７．野菜の消費拡大の取組（事例）

約７割の成人が野菜摂取目標量
350g/日に達しておらず、必要
量を正しく把握できていないこ
とが理由の一つと考えられる。

野菜摂取量の見える化の取組

昨年と本年に、本省職員及び来
庁者向けに、野菜摂取状況が把
握できる測定機器を省内に設置
し、食生活に適量の野菜を取り
入れることが習慣になるような
機会を創出。

多くの人は野菜摂取量が不足

栄養素、機能性成分等の
情報発信の推進

規制のサンドボックス制度
の成果物「野菜・果実の栄
養素の一般的な特徴に関す
るPOP表示マニュアル」の
普及に向けた取組を実施予
定。

「健康」志向に対応した
栄養素等の情報発信

消費者や量販店から野菜・果
実の栄養・機能性成分の情報
提供を求める声が多数ある。

【「漬物で野菜を食べよう！」チラシ】【野菜を食べようプロジェクト】

ベジチェック
（カゴメ㈱）

ベジメータ
(㈱LLCジャパン）

ロゴマーク

「野菜を食べようプロジェクト」
の実施

１日当たりの摂取目標（350g）を
示したポスターとロゴマークを作
成・公表するとともに、お手頃価
格となっている時期や栄養価の高
い旬の時期など野菜に関する情報
や、企業等が行う野菜の消費拡大
の取組を発信。野菜サポーターは
約160者と増加中。

企業等との連携強化

消費者に向けた産地情報の発信
やレシピ紹介など、野菜の消費
拡大に向けた取組を実施してい
る企業、飲食店、団体と連携し、
情報発信していくことが重要。

【野菜摂取量の見える化】 【R５年度事業】

小売店等への研修

店舗でのPOP表示、消費者の理解促進

ポスター

詳細はこちら 詳細はこちら 詳細はこちら 8
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